
 

  

 

 

社会に求められる資質・能力の育成について    校長  佐 藤  健  

「教育が変わる」としきりにテレビでも宣伝されています。新学習指導要領は小学

校が来年度(2020)から全面実施、中学校は再来年、高校はその次の年度の入学生から

年次進行の実施となっていきます。従来の教育では社会に出てから必要な力を十分育

てていないのではないかという議論が世界的に起こり、日本でも教育課程企画特別部

会(2015)において、これからの変化の激しい未来に対応するために、どのような力を

育成することが求められているかということが議論されました。 

その結果、社会の変化に受け身で対処するのではなく、主体的に向き合い、その過

程を通し一人一人が自らの可能性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を自

ら創り出していくことが大切である。そのためには、解き方があらかじめ定まった問

題を効率的に解ける力を育むだけでは不十分であり、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取

り組む態度」という新しい学力観による３つの要素を含む、社会に必要な「資質・能力」を並行して育むことも重要

である。各校は何を「資質・能力」とするかを明確にしてそれを家庭や社会と共有し、教育について足並みを揃え、

さらに良いものにしていこうとすべきだという「社会に開かれた教育課程」という考え方が出されました。 

以前はこういったことをいくら議論しても、大学受験体制が変わらなかったので、教育内容も変わりようがなかっ

たのですが、現在の高校２年生からは高大接続入試改革が始まり、この「資質・能力」を評価する受験へとシフトし

ていきます。さらに、高校入試もそれに続こうとしています。 

本校では本年度、育成すべき「資質・能力」を従来の校訓や身に付けさせたい力との関連において、「えり高＜学び

ベクトル＞」と称し以下のように策定しました。今後、学校は授業や様々な教育活動の中で、こういった力が主体的・

重点的に生徒から引き出されているかということを評価の基準として、生徒に対するサポートを展開していくことに

なります。ご家庭や地域社会からご覧になって、「えり高＜学びベクトル＞」で指針となっている「資質・能力」につ

いて、どのようにお考えになるか、ご意見をお寄せいただければと思います。 
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熟達・継続を目指す 理解し行動する 理解している 理解しようとしている
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豊かな人間性

よりよい社会や人間関係を自
主的に形成する力
（リーダーシップ、チームワー
ク、感性・優しさ・思いやり）

自分がすべき行動
を周囲と協働しなが
ら実行することがで
きる

自分がすべき行動
を実行することがで
きる

自他の立場を理解
し、自分がすべきこ
とを考えることがで
きる

言われたことはでき
る

コミュニケーション能力
多様な考えを理解し集団として
の考えを形成する力

集団としての考えを
言語化して、まとめ
て説明できる

話し合いの共通点、
相違点、関連性を考
えながら聞くことが
できる

価値観の違いを理
解し、個々の話の内
容を整理し聞くこと
ができる

話し合いに参加して
話を聞くことができ
る

確かな学力
主体的に学習に取り組む力
（学びに向かう力）

効率よく学び、知識
を知恵に変えること
ができる

自分により適した方
法を考え、定着させ
ることができる

学習を客観的に振り
返ることができる

謙虚な態度で学ぼ
うとしている

プレゼンテーション能力
考えを形成し表現する力
（意味や価値の創造）

考えを言語化・視覚
化しわかりやすく、
相手に伝えることが
できる

考えをまとめ、相手
に伝えることができ
る

伝えたいことを自分
でまとめることがで
きる

伝えたいことを考え
ようとしている

探究心
問題を発見し解決する力
（正解のない問題の発見・
解決）

問題解決のために
行動し、次の手段を
提案することができ
る

問題や課題の解決
方法を整理し、他人
に伝えることができ
る

問題や課題を発見
し、解決する方法を
考えることができる

問題や課題を発見
することができる

健康
心身ともに丈夫
で元気である

健全な心身
自己の感情や行動をコントロー
ルし志を高める力

自己に自信を持ち、
目標に向け前向き
に行動することがで
きる

ストレスを解消しよ
うと行動することが
できる

ストレスを解消する
方法について考える
ことができる

ストレス（葛藤）状態
であることを理解し
ている

え　　り　　高　　　　＜　　学　　び　　ベ　　ク　　ト　　ル　　＞ （学びの指針と基準）

ル　　　ー　　　ブ　　　リ　　　ッ　　　ク

英知
優れた知恵を身
につける

敬愛
相手を敬い、親
しみの心を持つ

　学校目標　生徒の可能性を伸ばし、自立した人間として社会に送り出す

校　　訓
身につけさせたい力

[学習活動]
社会に求められる資質・能力

[資質・能力の重点]



 

 

 

 

４月２８日（日）うに祭り 風極プロジェクト同好会 

  

４月２０日（土） バスケ部 （春季大会）       ４月２０日（土） サッカー部（春季大会） 

 

  ４月１８日（木） 軽音楽同好会（高文連） 

 

４月２０日（土） バドミントン部（国体予選大会） 

     

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

【６月の予定】 

・４日（火） 歯科検診            ・５日（水）～７日（金）  前期中間考査        

・７日（金） 避難訓練            ・１２日（水）～１３日（木）２学年インターンシップ 

・１２日（水）～１４日（金）１学年宿泊研修   ・２６日（水）       中学生一日体験入学 

この他にもGW中、他校に練習試合へ行ったり、大会があった

り、イベントがあったりと精力的に活動しました。保護者の皆様、

町民の皆様、応援ありがとうございました。 

また、５月に行われた高体連の結果については、来月号発行の

えり高通信および本校ホームページに掲載予定ですのでそちらを

ご覧ください。 


